
� はじめに

都市化の進展は，農村部から都市部への大量の人口移動を引き起こす．神戸

市も，港湾都市としての機能の拡大と大量の人口流入によって都市構造の変容

が生じている．

このような神戸市の都市化の過程のなかで，鹿児島県奄美地域の人びとが神

戸市に流入し，定住，土着化を図ってきた．大都市圏における同郷団体の存在

は松本通晴などの研究によってあきらかにされてきている＊1．そこで本章では

沖永良部島出身者の神戸市における同郷団体である「神戸沖洲会」（以下「沖

洲会」と略記）に焦点を当て，戦後すぐに沖洲会館という同郷者の活動拠点を

建設して神戸市に定住，土着化してきた人びとのあゆみをあきらかにするとと

もに，震災においてこれらの同郷団体や同郷者が被災者の生活復興にはたした

役割をあきらかにしていきたい .

� 神戸市の地域形成

近世における都市機能の展開がみられぬまま1867年に開港された神戸にとっ

て急務となったのは海外貿易港としての港湾機能と市街地の整備であった．こ

のために大量の労働力が必要とされ，さらに，神戸製鋼，川崎造船所，三菱造

船所などの操業が労働力需要を一層増大させた．この結果，神戸市の人口は，

産業資本の確立が進む1893年に15.3万人であったものが，重化学工業の展開が

みられる1930年には91.2万人と，6大都市最高の596％もの人口増加率を示して

いる＊2 .

このような都市機能の拡大と急激な人口増加は，中心市街地を挟んだ東西両

地域でみられる．東部地域では1871年に神戸港整備のための生田川付替（＝新
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生田川開削）事業が行われ，西部地域では1900年代初頭には兵庫運河の開削や

兵庫海岸の埋め立て工事や湊川付替工事や耕地整理事業などの都市改造が行わ

れている．この結果，旧葺合区新川地区や旧林田区長田地区などの市街地周辺

に造成された土地は新たな住宅地や鉄鋼・造船工場の用地として利用されてい

る．さらに，1899年の条約改正にともなう居留地制度の廃止による中心市街地

改造のために兵庫県が宿屋営業取締規則を改正し，それまで中心市街地区に密

集していた木賃宿の建設を新川地区および長田村糸木地区に限定したことでこ

れらの地域に低廉で劣悪な木賃宿や長屋が集中することとなった．この結果，

これらの地区を中心とする旧葺合区や旧林田区へ低廉な住居を求める労働者が

神戸市外から流入し，これらの地域が労働者居住地域となったのである（布川

1993）．

西山八重子によれば戦前の神戸市は，�阪神間の山の手に位置する「上流階

層」の住宅地域，�三宮南部の居留地に代表される外国人の住宅地域，�阪神

間に位置するホワイトカラーなどが居住する「都市新中間層」居住地域，�旧

葺合区，旧林田区にみられる「都市下層」「工場労働者」居住地区といった住

み分けがみられ，戦後もこの住み分けを助長するかたちで住宅開発が展開され

てきたとされるが（西山 1990），まさに奄美地域出身者はこれらの「都市下

層」「工場労働者」居住地域に流入し，現在までこの地域を中心に神戸におけ

る生活を積み重ねてきたのである．

� 神戸市の沖永良部出身者と「沖洲会」

沖永良部島住民が集団的に本土に移住した記録としては，明治初期に出稼ぎ

や船員として大阪市へ移住した者の記録が残っている．しかし，これらの移動

が集団で現れるのは1899年の台風被害による飢饉による長崎県口之津への集団

移転である．さらに，本土への移住が本格化するのは糖価の暴落にともなう

「蘇鉄地獄」が展開する1920年前後のことで，鹿児島県統計書によれば1900年

に1,203人であった奄美地域からの移住者は，1910年に5,221人，1920年には2

万869人，そして1927年には5万6,109人にまで増大している．これらの移住者

は主として阪神工業地帯と京浜工業地帯へ移住しており，その多くは鉄鋼，織
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物，ゴム，港湾運輸関係に就業したといわれている（皆村 1988）．

「沖洲会」史によれば沖洲会発足のきっかけとなった沖永良部出身者の来神

は1917年の川崎造船所葺合工場（現川崎製鉄）の開設にともない今栄民平氏が

八幡製鉄所からの熱鈑工程労働者として派遣されたことにはじまるとされる．

親方職工として今栄氏がよび寄せた沖永良部出身者の「汗みどろの精勤ぶりは

会社経営陣の注目の的となり」これ以降大量の沖永良部出身者が川崎製鉄関連

の会社に就労し，「川鉄葺合工場を語らずして本会の歴史は語りえない」とい

うまでの関係を形成している．

奄美出身者の多くは居住場所の確保，雇用機会の獲得，生活費の抑制のため

集住する傾向がみられ，徳之島や大島出身者が旧林田区に集住したのにたいし

て，沖永良部出身者は工場に近い旧葺合区，とりわけ現JR灘駅周辺に集住し

ている．このような同郷性を媒介とする集住は「言葉（なまり）の相違から生

じる口べたや，生活習慣の相違による劣等意識」に悩む来神者相互の相互交流

・扶助を生み，これが契機となって1923年の「沖洲会」の前身となる和泊同志

会，知名同志会が結成され，1926年1月にこれら同志会を中心として会員数250

世帯の神戸沖洲会が発足したのである．

「沖洲会」は，発足当初から，出身集落単位の支部を基礎単位とする沖永良

部出身者全体の親睦組織として位置づけられている．このため，各支部が集落

単位ごとに独自の親睦活動や交流活動を行うなかで，「沖洲会」は沖永良部出

身者全体を対象とする運動会などの親睦活動を行ってきた．しかし，戦時体制

のなかでその活動は停止され，戦時中は支部単位の相互親睦活動のみが行われ

ている．

1948年に川崎造船葺合工場に勤務する人びとのよびかけで再発足した「沖洲

会」は，1952年に制定された会是「総親和，総努力」のもと，米軍の軍政下に

あった奄美諸島の日本復帰運動を行うとともに，会員相互の親睦活動や「現金

収入皆無にひとしい島の生活に希望を失い」本土へ密航してきた来神者の受け

入れを行っている．

これらの活動を展開するなかで，「沖洲会」活動の画期となったのは会員の

寄付によって1951年に宮本通りの現在地に建設された神戸沖洲会館であった．

この会館を中心として「沖洲会」は総会や運動会，敬老会，演芸会，成人式を
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行い，各支部は週がわりで支部総会などの行事を行ってきている．さらに，高

度経済成長期には沖永良部出身の新規学卒者の就職の仲介，歓迎会，職場訪問

を行って新規来神者の定住化を図る活動を行っている．また，故郷訪問活動や

故郷への寄付活動を行い，1977年には沖永良部台風の被害にたいする救援活動

を行っている．建設以来2度の建て替えをへて新築された鉄筋コンクリート3階

建ての現沖洲会館も，1993年に沖洲会員の寄付と和泊，知名両町役場や住民か

らの寄付1億2,800万円で建設されたものであり，「沖洲会」や支部などの活動

のさいに頻繁に利用されている．また，現在の「沖洲会」は，これらの活動以

外に婦人会による老人ホーム訪問や埼玉県に居住する同郷人の孫である平理奈

ちゃんの米国における心臓移植のための募金活動など，社会的な活動も行いは

じめている．

ところで，1988年に2, 3世を含めて3,193世帯，9,094人まで会員数を増大さ

せてきた「沖洲会」は，その会員数の増大化とともに従来の旧葺合区における

集住傾向が薄まり神戸市全域に居住地が分散化するとともに＊3，職業の多様化

も進行し，かつてのような集住，同職を前提とした個人レベルにおける相互交

流の機会が減少してきている＊4．このため沖永良部出身者にとって「沖洲会」，

沖洲会館は親睦・交流の拠点としての役割を拡大させている．震災前日の1月16

日も，沖永良部から来訪した和泊，知名両町長と神戸，大阪両沖洲会会員合わ

せて1,400人が参加した大阪沖洲会総会と成人式をかねた船上パーティーが行

われている．その後，来神者歓迎会が「沖洲会」主催で沖洲会館で開催され，

郷里居住者と神戸沖洲会員の語らいが夜が更けるまで図られていたのである

（神戸沖洲会 1989a，1989b）．

� 阪神大震災と沖洲会

震災被害

「沖洲会」の調べによれば阪神大震災は死亡者58名＊5，会員世帯2,649世帯

中全壊家屋873世帯（全世帯中33.0％），半壊家屋403世帯（15.2％）の被害を沖洲

会員にもたらした（神戸沖洲会 1996：古村 1995）．これを居住区域別にみると，

表4.1.1のように灘区，中央区，東灘区に居住する沖洲会員に被害が集中し，そ
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の被害の程度も神戸市民のそれを大きく上回っている（兵庫県震災復興調査研

究委員会 1997）．

この朝の様子を中央区に住んでいた大山義雄氏は，「激しい揺れに目を覚ま

した．タンス，本箱，食器棚，テレビ，ステレオなどが無残に倒れ，照明器具

が落下して部屋一面にガラスの破片が散乱．寝間着姿のまま（中略）はだしで

必死に玄関を目指して走った．冬の夜明けは遅い．真っ暗な部屋からの脱出に

散乱したガラスの破片が足にグサリと刺さった．痛みをこらえて部屋から脱出

すると近所の人々が家族の名前を呼びながら悲鳴をあげて広い道路に集まって

きた．（中略）着の身着のままで脱出した人たちが恐怖と寒さで震えている」

と描いている．

しばらくして，大山氏は「島へ電話しよう」と思いたち，傾いた部屋に戻り

受話器を取った．「『もしもし』の声にびっくりした．自宅へ電話するつもりが

あわてて，従兄弟の米蔵兄さんの家へ電話していた．『義雄です．神戸で，今

さっき大きな地震がありましたが，無事ですからよろしくお伝えください』と

涙声で話しながら体はブルブル震えていた」．

知人の安否を訪ねて沖永良部出身者が多く住む宮本通りへ．「あてもなく瓦

礫の町をさまよっていると宮本通りの八幡神社の近くで元沖洲会会長の村山さ

んの奥さんにあった．『大山さん大丈夫やった？ 凄いねこの地震は．ご飯ま

だでしょう．行こう，うちの店行こう．ご飯もいっぱいあるし，遠慮せんでい

いから』と声をかけてくれた．ためらっていると腕をとるように店へ案内して

表4.1.1 神戸市住民および沖洲会会員区別の建築物被災率

神戸市住民 沖 洲 会 会 員

全壊率 半壊率 居住世帯数 全壊戸数／率 半壊戸数／率

東灘区

灘 区

中央区

兵庫区

長田区

須磨区

36.5％

28.8％

11.2％

19.5％

25.6％

22.4％

16.0％

14.2％

14.5％

20.0％

22.0％

27.1％

168戸

639戸

479戸

38戸

75戸

79戸

83戸／49.4％

418戸／65.4％

310戸／64.7％

11戸／28.9％

29戸／38.7％

15戸／19.0％

48戸／28.6％

109戸／17.1％

110戸／23.0％

8戸／21.1％

18戸／24.0％

9戸／11.4％

（出典） 神戸市の資料については兵庫県震災復興調査研究委員会（1997），沖洲会関連については神戸沖洲
会（1989，1996）より作成．
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くれた．ホカホカの御飯に温かい味噌汁．数種のおかずに漬物」．同郷人の

「厚い情けに涙があふれた」と大山氏はいう（古村 1995）．

大山氏のように親戚，同郷人の安否を尋ねて沖永良部出身者が集住する宮本

通りや大日通り，そして沖洲会館を訪れた沖洲会員は少なくない．家が倒壊し

た川畑和子氏は大日通りで偶然同郷の友人にあって「抱き合って泣いた」とい

う．個人レベルの扶助，援護活動，さらには生き埋めになった会員の救出活動

も会員の手によって行われている．

沖洲会館における避難生活

震災で被災した人びとが小学校などの地域の避難場所に避難するなかで，被

災した沖洲会員のよりどころとなったのは改築されたばかりの沖洲会館であっ

た．

沖洲会館に避難し，避難者のとりまとめ役となった西田忠雄氏は，「二十年

も住んできた家に住めないとなれば，避難先を探さなければと思い，近くの小

学校へ行ってみると，すでに満員の状態で校庭にも避難している状態でした．

そこで，あれこれ考えていると，自分達の会館，沖洲会館があるのを思い出し，

家族は小学校に残し，バイクで走ってみると，閉まっているではないか．早す

ぎたのかと思い，九時すぎに再度行くと，管理人の勝間さんが台所で割れたビ

ールケースの後片付けをしており，しばらくすると村山元茂さんが来られて，

村山さんと二人で体操教室のマットを敷いて避難者が来てよいかと相談したと

ころ，この際，皆さんに利用してもらってよいという返事でしたので，学校へ

家族を呼びに行き，会館に戻ってくると，次から次に近所の学校からあふれた

方や，公園にいた方々が集まってきました」と当日の様子を描いている（古村

1995）．

沖洲会館には17日の夕方には170名を超える沖洲会員やその縁故者が避難し

ている．さらに，沖洲会館には避難してきた人びとばかりでなく，震災で死亡

した会員の遺体が収容された．遺体は1階のホールへ，避難者は2階の会議室へ．

廊下にまであふれる避難者．余震におびえ，みんなで電池が切れないように順

番で懐中電灯を照らして過ごした不安な夜．17日深夜に電気がついたときは

「みんなで拍手をして喜んだ」という．50人程度の人が17日の夜に自衛隊が近
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くの公園に張ったテントへ避難したことで18日の朝には120名に．それでも

「最初の日は上を向いて寝れなかった」という．

同郷人が持ってきてくれたおにぎりをみんなで分けて食べ，あるかぎりの米

や水を「みんなで寄せてご飯を炊いておにぎりをつくったり」して急場をしの

ぐ．「会館における避難生活は，沖洲会館ということもあったのか，十七日か

ら十八日にかけて会員の皆様や大阪沖洲会，尼崎沖洲会より水，食べ物，いろ

いろな物資が次々に届き，学校等に比べると恵まれていた」と西田氏はいう

（古村 1995）．

3日目からは会館も避難所として指定され「食糧がちゃんと届くようになっ

た．事情はよくわからないが，パンが300個届くこともあり，固くて食べられ

ず捨てることもあった」という．この時点で201から204号室の部屋ごとに西田

さんの知り合いに班長になってもらい避難所の自主管理をはじめる．班長が

「物資の仕分けをしていた．物資が人数分以上こなかった場合は，仕分けする

ことができず数がそろうまで一階にストックしておいた．最初に届いた物資は

毛布．段ボールに詰められていて，単純に各部屋の人数分を割り当てたが，箱

を明けてみたら質のいい物と悪い物が混ぜられていたので再び回収して，再配

布．年齢の高い順にいい毛布を配布しなおした」という．

2月26日に，和泊，知名両町長ほか沖永良部からの出席者を含めて700人が参

列した「沖洲会」主催の合同慰霊祭が沖洲会館で行われている．これ以降，ラ

イフラインの復旧にともなって自宅に帰る人，縁故を頼って避難したりする人

びとや，仮設住宅に入居する人びとが徐々に現れ，沖洲会館における避難者生

活は3月で70人程度，4月末に40人，6月末で19人と避難者の人数が減るなかで

続けられた．

故郷からの援助

被災した沖洲会員にとって，もうひとつの支えとなったのは郷里の人びとの

援助であった．震災当日神戸に宿泊していた和泊，知名両町長，議員などの船

上パーティー出席者は沖洲会員などの協力を得ながら神戸を脱出している．両

町には在町していた助役を中心にすでに18日には，「兵庫県南部地震救援対策

本部」が設置され，被害状況の分析，義援金・援助物資募集の準備，帰島希望
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者のための受け入れ体制の検討，整備など救援体制の準備が行われている．

このなかでもっとも早く被災者の救援活動にむかったのは7人の男性から成

るボランティアグループ「島愛会」のメンバーであった．メンバー7人は軽ト

ラック3台と宿泊用ワゴン車1台に島民から託された救援物資を満載しフェリー

で1月28日に大阪南港到着．尼崎沖洲会青年部の先導で沖洲会館にむかい，29

日に沖洲会館で炊き出しを行うとともに，家屋整理などの手伝いを行っている．

この炊き出しには宮本小学校や八幡神社といった沖洲会館周辺の避難所に避難

していた沖永良部出身者も合わせて600人もの人が参加しているが，そのとき

食べた「ユキメシ，タニチムの味は涙が出るほど嬉しくうまかった」とある会

員は語っている（『南海日日新聞』1995年2月18日）．

この活動に刺激されて2月に入って和泊，知名両町も役場職員を派遣し，被

災者の激励，状況把握，被災者受入住宅や児童・生徒の受け入れなど島の被災

者受け入れ体制の説明などを行っている．またこれと同時に，和泊町は特産の

ゆり，グラジオラス，菊などの切り花3,000本を，知名町は特産の野菜を，救

援物資として神戸市に送付している．

さらに，和泊町民から約2,400万円，知名町民から約3,300万円寄せられた兵

庫県南部地震義援金は，赤十字や神戸市などの自治体に配分された後，「沖洲

会」に約2,760万円が配分されている．このほか「沖洲会」には大阪，尼崎，

東京，千葉，知多，鹿児島，沖縄など全国各地沖洲会や個人から合計約3,700

万円の義援金が寄せられ，家屋全壊世帯に3万円，半壊世帯1万円，会員見舞い

3,000円が沖洲会員に配分されている（古村 1995）．また，支部単位に出身集落

や同集落出身者から義援金が寄せられ被災者に配分された場合があり，西目会

では寄せられた約100万円の義援金を全壊世帯に1万円，半壊世帯に5,000円，

その他会員に見舞い金3,000円の配分を行っている（古村 1995）．

また，和泊，知名の両町は被災者受け入れのために町営住宅などを20世帯分

程度用意したが，入居者は，知名町の公営住宅に入居した世帯2戸7名と民営住

宅に入居した世帯2戸6名にとどまった．しかし，親戚などを頼って沖永良部に

転居あるいは一時的に避難してきた人は，われわれが把握している範囲では，

関西知友会（転居15人／一時避難20人），神郷会（3人／3人），赤嶺会（2名／0

名）などの支部にみられる．
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さらに，神戸の親元を離れて一時的に沖永良部の学校に転入してきた子ども

は和泊町で22人，知名町で8人におよんでいる（大島教育事務局1995年2月20日調

べ）．知名町に避難した神里律子さん（小学校3年生）は「地しんがおきたとき，

友だちの家にひなんしていました．そこでは，電気も水もなくて，ストーブに

なべをのせておふろの水でごはんをたいたり，トイレもおふろの水で流してい

ました．そこでも，わすれたころに地しんがきて，夜はまっ暗でとてもこわか

ったです」と震災後の恐怖を語った後で，「今，お母さんのふるさとで，かご

しま県の住吉小学校にかよっています．ここには，お姉ちゃんと2人でおばあ

ちゃんの家にきました．おばあちゃんの家では，水もでるし，お米もおいしい

し，ほかの食べものもおいしいです」「毎日楽しくすごしています．おばあち

ゃんも姉ちゃんも友だちもいるし，お母さんと毎日電話で話をしているので，

そんなにさびしくないです」と島での生活を語りながらも「でも，早くお母さ

んとくらしたいし，前の学校の先生やともだちにあいたいです」と1日も早い

神戸市への帰郷を望んでいる（知名町役場 1995）．

これら避難した人びとの多くは緊急避難的な帰郷という色彩が濃く，大多数

の人びとは夏までには神戸市に帰郷している＊6 .

� おわりに

震災から1年たった1996年1月17日，地震発生から12時間後の午後5時46分，

沖洲会館では約170人が出席した「被災一周年激励と懇親の会」が，「沖洲会」

主催で開かれている．さらに，沖洲会館に避難をした人びとが西田氏の呼びか

けで，島の集まりの慣習である「一重一瓶」（お重ひとつと飲み物一瓶）のもと

に集まり，被災者の冥福を祈るとともに震災からの復興を確認し合ったという．

この集まりには西田氏が避難生活を送った201号室の人びとを中心に現在も30

名くらいの人が集まっている．

都市住宅学会は，阪神大震災の被害が老朽化した木賃・長屋住宅に大きく現

れたことをあきらかにしたうえで，このことは「低所得者や高齢者などの社会

的弱者の居住する割合が高い民間の低家賃住宅の被害が大きかったこと」，つ

まり阪神大震災の被害が社会的低階層に強く現れたことを指摘している（阪神
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・淡路大震災住宅復興問題研究ワーキンググループ 1996）．沖永良部出身者の神

戸への来住・定住の歴史的経緯，そして阪神大震災における沖永良部出身者の

死亡率，家屋被害率の高さを考えるとき，沖永良部出身者が神戸の底辺労働者

として神戸市の繁栄を下支えしていたこと，そしてこのことが震災における高

い被害を沖永良部出身者にもたらしたとみることができる．

この沖永良部出身者の生活をこれまで支えてきたのが「沖洲会」である．そ

の活動は，「島から引き上げて」神戸市を生活の拠点としようとする沖永良部

出身者の生活を，同郷性を媒介とする相互扶助活動をとおして下支えし，会員

間に強い団結力をもたらすとともに，故郷である沖永良部や全国各地に居住す

る沖永良部出身者との交流を生み出してきた．そしてこの活動の積み重ねが，

震災時の同郷者による個人レベルの相互扶助や「沖洲会」会員による救援活動，

さらには全国各地に居住する同郷者からの援助活動を生み出したのである．ま

た，被災者の避難所となった沖洲会館は，故郷や全国各地の沖洲会からの救援

活動の拠点として，援助物資の集積地として，さらには同郷者の情報交流の拠

点として，たんなる避難所という役割を超えた神戸在住沖永良部出身者の物心

両面にわたるよりどころとなったのである．この意味で，「沖洲会」，沖洲会館

が被災者の避難生活，生活復興過程においてはたした役割はきわめて大きく，

たんなる親睦団体としての活動の質を超えた活動がそこには展開されたといえ

る．

しかし，会員の多くが被災したとはいえ，西田氏のような個人的な活動を除

けば，震災1年目以降は被災者にたいする「沖洲会」の組織だった活動はほと

んどみられない．また，会内部から親睦団体を超えた社会的活動の必要性が指

摘されながらも，その取り組みは必ずしも会員に浸透したものとはなっていな

い．しかも，沖永良部出身者が神戸市に定住していくさいの受け入れ企業とな

り，沖洲会発足，運営のさいの中心人物を輩出した川崎製鉄葺合工場の閉鎖，

そして会員の住居の分散化，職業の多様化，あるいは1世から2世，3世への代

替わりにともなう会員意識の変化など，「沖洲会」を取り巻く状況そのものも

大きく変化しており，「沖洲会」のもっとも基本的な活動である親睦活動の維

持がむずかしくなっている場合もみられる．それは，神戸定住をめざして「総

親和，総努力」を続けてきた「沖洲会」活動がその目標を達成することによっ
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てむかえた困難といえる．しかし，この一方で震災時における被災者救援活動

の展開は，安定した神戸における定住生活を続けるための生活協力集団として

の「沖洲会」の新たな可能性を示すことになった．そこで，今後は，この震災

における「沖洲会」の経験を若い世代がどのように受け継ぎ，活動に反映させ

ていくかをみていくことで，「沖洲会」活動がもつ意味をあきらかにするとと

もに，日本の都市社会における同郷団体のもつ意味について考えていきたいと

思う．

〔＊注〕

1） 松本ほか（1994）を参照のこと．また奄美出身者の同郷団体活動については川崎

澄雄，田島康弘，安斉伸などの研究があるが，阪神大震災直後の奄美郷友会の活動

については川崎澄雄（1995）を参照のこと．

2） 神戸市の都市形成過程については神戸市（1962），新修神戸市史編集委員会

（1994），池田（1997），山田（1974）などを参照のこと．

3） 会員世帯の1989年12月現在の神戸市における居住地を地域別にみると，3,193世帯

中（神戸市以外地域居住世帯1,222を含む），神戸市灘区に居住する世帯639世帯

（20.0％），中央区479世帯（15.0％），垂水区251世帯（7.9％），東灘区168世帯（5.3

％）などが主要な居住地域である（神戸沖洲会前掲書）．

4） 川崎製鉄葺合工場に勤務する奄美出身者の同郷者団体である「くろしお会」は284

名で1964年に発足し，またその数年後に発足した鹿児島県人会は全盛時に会員700名，

葺合工場の全従業員の2割を占めたとされるが（『月刊沖えらぶ』135号），これ以降

葺合工場の他工場機能移転や合理化が進み現在の「くろしお会」会員は30名程度で

あるという．また，沖永良部高校同窓会名簿によると沖永良部高校卒業生で沖永良

部に在住する者は全卒業生の25.4％, 1,775名にすぎず，多くの卒業生が出郷している

ことがわかる．さらに，本土移住者の居住地をみると兵庫県が1,220名（全卒業生の

17.5％）で第1位，これに大阪府の709名（10.1％），東京都576名（8.2％）となって

おり阪神，京浜地区を中心に卒業生の出郷が起きており，1997年には「関西沖永良

部高校同窓会」が結成されている．

5） 兵庫県震災復興調査研究委員会（1997）によれば神戸市における死亡率の高かっ

た区は東灘区0.62％，灘区0.61％，長田区0.52％となっている．沖洲会の会員の死亡

率は1988年の名簿をもとに算出すると0.63％，現在の会員数は1.2万人ともいわれて

いるが，これで計算すると0.48％となる．
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6） 川崎澄雄は震災によって奄美に帰郷し，永住を決めた人びとの事例として「�被
災地での就業が思うようにいかない人．�生活拠点が震災前の所に復帰できない人．
�さらに定年や退職の時期がきてやがては郷里に帰ろうかそれともずっと生活をし
ていた神戸・阪神地区で余生を送ろうかと考えた人で震災が帰郷の契機となった

人」の3つの事例をあげている（川崎 1995）．
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